
三菱電機株式会社は、一般財団法人
機械振興協会主催の「第58回(令和5
年度)機械振興賞」において、ヤマハ
発動機株式会社と共同で開発した「船
速に依存せず正確に方位制御可能な操
船システムの開発」が、「機械振興協
会会長賞」を受賞した。受賞式は、20
24年2月16日(金)に東京プリンスホテ
ル(東京都港区)で執り行われる。

マリンレジャーに使われるプレジャー
ボートは、フィッシング時のような低
速運転から移動時の高速運転まで、幅
広い速度範囲で利用される。
一般的に、船速が遅いほど水の抵抗

が小さくなることで舵の効きが鈍くな
り、船速が速いほど水の抵抗が大きく
なることで舵の効きが良くなる。

また、用途に応じてボートの大きさ
や取り付ける船外機(※1)の数に無数
の組み合わせが存在することから、ど
のようなボートでも、船速に関わらず
操船者が意図したとおりにボートの方
位を制御できるシステムの開発が求め
られていた。

三菱電機とヤマハ発動機の両社は、
さまざまなボートと船外機の組み合わ
せを用いた実験を行うことで、操舵に
対する船体の旋回速度の違いが、ボー
トの大きさや船外機の数等に関わらず
ほとんど船速の違いのみに依存するこ
とを定量的に証明した。
その結果、船速の違いに関わらず、

操舵に対してばらつきなく同じ速さで
旋回して方位を制御しつつ、波や潮流
などに対して耐性を担保する制御系を
3つの制御器で構築し、この制御系を
実装したボートコントロールユニット
(BCU)およびBCUを搭載した自動操舵
機能を有する操船システムを開発した。

従来、自動操舵システムを組み込む
ためにはボートの大きさや船外機の数
に応じて制御装置を初期調整する必要
があった。
今回、本操船システムの開発におい

て、ボートの大きさや船外機の数が方
位制御に与える影響が小さいことを見
出し、独自の制御系を構築したことで、
初期調整が不要で自動操舵を実現した
点を高く評価され、受賞に至った。

「機械振興賞」は、国内の機械産業の
振興に資することを目的とした、一般
財団法人 機械振興協会が主催する制
度。優秀な研究開発およびその成果の
実用化によって、機械産業技術の進歩・
発展に著しく寄与したと認められる企
業・大学・研究機関および研究開発担
当者を表彰している。
■用語の補足
※1：船に装着する、取り外し可能な
推進機関
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製造業のビジネスチャンスが見える
モノづくり最新情報サイト
じゃぱんお宝にゅ～す
https://japan.otakaranews.com

モノづくり現場の未来を見つめる
製造業応援サイト

じゃぱんお宝WEB新聞
最新情報満載！好評配信中！

ヤマハ発動機と共同開発した「船速に依存せず正確に
方位制御可能な操船システムの開発」が会長賞受賞

■三菱電機URL→ https://www.mitsubishielectric.co.jp/
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